
胆道ディ¹キネ¸ーの一例

臨　床　§　症　例

　　　　　　　　　　　　　　峯　尚志
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はじめに
20年来~発作性~右季肋部痛û右背部痛{悩む41歳女性~胆道÷ィ
¹キネ¸ü~一例wあ»2

発作�食べ過~や¹øレ¹~ほ{1黄体期ÿ高温期Ā{現¼やす�1
過食û抑うつû蓄水zy心身両面~変化を伴う2

肝気鬱結を基本病態xし1肝脾不和û蓄水û気鬱化熱x証~重心を移
しz|¹1約1年{わたº加減を重}た2

最終的{清熱解鬱湯系w安定|得¹¼た経過x1清熱解鬱湯~古典的
背景û<心身一如=~視点を述べ»2
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症例　４１歳　女性。身長153ｃｍ、体重４９kg。

主訴

発作的におこる右季肋部痛、右背部痛

診断

胆道ディスキネジー　

現病歴

20年来、上記の症状に悩んでいる。痛みは、食べ過ぎた
とき、ストレス状態が続いたとき、発作的にやってく
る。頻度は年に７、８回。多いときで月に一回の発作が
ある。前回はひと月前、腹痛で近くの病院を受診し、腸
閉塞状態といわれ、数日入院した。

所見・生理

脉、沈、細。舌は暗い淡紅色。歯痕あり。白苔少量認め
る。腹部は腹力は中等度。上腹部がやや膨満し、右季肋
部（期門穴）の圧痛著明。左の臍傍（天枢）や臍下部
（大巨）を押すと右季肋部に痛みが放散する。生理は28
日型で規則的。月経血は鮮紅色で固まりは少量、帯下は
少量で排卵前に透明で、さらさら。生理前に気分が不安
定になり、食欲が亢進し、腹痛の発作がある。生理前の
乳房の腫脹はない。
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痛みの質
発作�突然起こ»こxもあº1~�胃ù~不調及び背部痛²xもzう
ú部鈍痛|前兆{zs�º1あ»い�発作後{�¹�¹x続�こxも
あ»2鈍痛~場合�1身体~中{大}zzw}|あº1身体~動}{
¸sv}¼|揺¹さ¼»¸うz鈍重z痛�|特徴wあ»2同時{右肩
甲骨{¹胆嚢付近{{けv~矢²刺し�¸うz痛�|あº1マッサー
¸しvも·ップ²貼svも軽減しzい2胃�食べ�º飲³�ºy»x
膨¹³�風船{水|入s�¸う{zº1ù�動{z1便秘気味{z
»2発作w�zw}}¼自身|y}y}x脈²打t¸うz痛�|一週
間�¹い続�2３～4日wピーク�越え»|1}¼~w�歩�~も1
寝返º²打t~も1横�わ»こxも1息²y»こxも辛�1ほ³xう
{{||吹いvも痛いxいう状況wあ»2痛�~程度�一日~z{w
も変動|あº1朝�比較的良好1夕方{{けv鈍痛1夜{zsv疝
痛1夜半²過~»x耐え難い痛�xz»2救急病院{駆け込�~��
いvい夜中~一時過~wあ»2
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症状のヒント
痛みは、生理前（高温期）にやってくることが多い。

排卵時に痛みが来る。

生理前になると、食欲が亢進し、過食の傾向になる。

調子のよいときは過食の傾向はない。

生理前にチョコレートを食べてしまう。

調子が悪いときは、プールで泳ぐと尿が出る。

発作が起きると物理的な痛みはつらいのだが、一方でほっとするような気持ちがするのも事実である。（洞察、誘導尋問の可能性もあり）
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症状の整理

周期性

高温期に起こる体調の変化。

消化管異常

蓄水傾向。便秘傾向。消化管の運
動異常（イレウス傾向）

心理面

心理面の影響。がんばり屋、抑う
つ傾向。
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黄体期ÿ高温期Āの体調変化
黄体期{z»x1眠気・�»さ・頭重感1い¹い¹1便秘や�く�1
腹部膨満1甘いものへの欲求1乳房の張ºzy|現¼»2

本症例wも1月経前{食欲|亢進しv過食{傾}1味覚|変化し1代
謝|低下す»2

こうし�高温期の心身の変化|1発作の増悪x深く関わっvい�2
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病態の捉え方と治療方針
症状の軸は三つ。①黄体期（高温期）に増悪する周期性、②蓄水・便秘・イレウス傾向という消化管運動の異常、③がん
ばり屋で抑うつ的な心理的背景。

これらは肝気鬱結を中核に、肝脾不和・水湿の停滞・気鬱化熱として一連にとらえられる。

治療は疏肝理気を基本に、和胃・利水・通腑・清熱をその時々で加減する方針とした。以下、約1年の経過を追う。
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経過

X年11月～12月初旬

X年11月12日に腸閉塞状態といわれ、数日入院。痛
みのピークは夜中。ここ一年胆嚢炎、膵炎を併発した
ことがあり、重症化しているのではないかと心配。肝
気鬱結による肝脾不和が基本的な病態と考え、加味逍
遙散エキス合安中散エキスで治療開始。身体がむくむ
と訴えるため、甘草を含まない茵蔯蒿湯エキス7.5ｇ
分3に変方。右季肋部の抵抗は軽減する。茯苓飲合半
夏厚朴湯7.5ｇに通導散2.5ｇを兼用。

年末

年末は大柴胡湯去大黄9.0ｇに桃核承気湯エキス7.5
ｇを併用する。
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X＋1年1月～2月

1月：腸の訴え

一月に入り、「腸が動かない。呼吸をしても、少し動
くだけでもお腹が破裂しそう」と訴える。

処方と経過

大建中湯15ｇ合桂枝加芍薬湯7.5ｇを処方、このとき
も生理前で、この処方で3割改善、体重は３kg上昇。
生理をむかえて5割改善した。

腸のチャポチャポ

「胃ではなく腸がチャポチャポする」と訴える。

四逆散加減

四逆散加減（柴胡6、芍薬6、甘草2、枳実6、生姜
1.5、香附子3、陳皮3、蒼朮４、茯苓４、山梔子
1.5、山楂子3、大黄1.5、芒硝1）を処方する。むく
みがとれたと報告する。
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3月～4月

3月：理気剤中心の処方

理気剤を中心とした処方「丹参3、川楝子3、川芎3、
芍薬3、陳皮3、紅花1、菊花2、釣藤鈎4、白朮4、茯
苓4、莪朮1.5」とする。

4月：変性心気飲

変性心気飲（茯苓6、半夏6、桂皮3、木通3、梹榔子
2.5、紫蘇子3、枳実２、桑白皮２、甘草1、土別甲
２、呉茱萸２）「海の底から水面に向かって上がって
ゆく感じ。」
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心象風景
小さい頃の思い出

<2歳くらいのx}1三世代同居の大家族w1食事²しvいる風
景2祖父母1父の兄弟1母1私1店の人2人2大人の中{小さい自
分|いる2母の悲しrz顏2z母さ³のsx|いt²心配�s
�2大家族の中の{わいい○○�³³2=
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5月～6月

清熱解鬱湯（万病回春）

山梔子３、蒼朮４、川芎２、香附子３、陳皮３、黄連
１、甘草１、枳実１、乾姜0.5、生姜0.5、茯苓４
（のちに茯苓４、人参２追加）

8週間の経過観察

この処方で8週間経過観察できた。

投与開始時

投与開始時は1月以来の痛みで、微熱が続き、身体が
痒い、嘔吐することもあった。

投与4週目

投与4週目には「朝の目覚めがとてもよい。どうどう
めぐりは続くが、楽しいピクニックの夢を見るように
なった。」
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7月～１０月

7月～8月

7月は藿香正気散、8月は清暑益
気湯の加減で元気に過ごせた。

9月

9月に入り、抑肝散加陳皮半夏を
処方。

10月：清熱解鬱湯一週間処方後

10月に入って痛みが少しずつ出
てきたので

清熱解鬱湯一週間処方後、

烏苓通気湯『万病回春』（当帰
3、茯苓3、白朮3、烏薬3、山楂
子2.5、香附子2.5、延胡索9、芍
薬2、橘皮2、梹榔2、沢瀉1.5、
生姜1、木香1、甘草1）加猪苓
３、蒼朮６ｇ

を処方する。
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１１月

訴えと四逆散加味

口の苦味、舌苔がやや黄色、右季肋部がピクピクする
という訴え

四逆散加味（柴胡５、芍薬１５、枳実６、桃仁６、甘
草３、川芎６、大黄２、薏苡仁８、茯苓６、蒼朮６、
生姜１，５、陳皮３ｇ）で便がでて胃の調子も少し
楽。下腹が痛い。

現在の処方（咽から胃までムカムカ）

柴胡３、香附子４、芍薬８、蘇葉３、陳皮４、半夏
５、枳実４、甘草１、乾姜２、人参２、白朮６、茯苓
６、黄芩１、山梔子２、大黄1.5、芒硝0.5ｇ
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清熱解鬱湯へ ── なぜこの処方
|軸となった{
利水や通腑w一時的{軽快wv²1黄体期~増悪x心理的緊張{伴う
痛み|繰º返w現¼た2

こ¼�鬱|熱{転xた気鬱化熱~病態|1本症例~核{あ»こxを示
wvい»2

五～六月~清熱解鬱湯ÿ万病回春Āw八週間~安定|得¹¼1十一月
~烏苓通気湯・四逆散加味へx続く清熱・理気~流¼|治療~軸xz
った2

そこw清熱解鬱湯|y~¸うz病態{向けた処方wあ»~{1古典{
さ{~ぼっv確{±»2
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清熱解鬱湯（万病回春）

心痛即胃脘痛

心痛稍や久しきものは胃中に鬱
熱あるなり。

清熱解鬱湯

梔子炒黒二銭　枳殻焚炒　川芎　
黄連炒　香附炒一銭　陳皮　乾
姜炒黒五分　蒼朮米浸七分　甘
草三分

服用法

右剤一剤生姜三庁水煎し熱服
す、服して後、飲食を半日戒め
滓を取り再煎服す。
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うつ症の代表処方

越鞠丸（丹谿心法）

香附子３、蒼朮３、川芎３、神麴
３、山梔子３

六鬱湯

香附子３、蒼朮４、神曲２、山梔
子２、連翹２、陳皮２、貝母３、
枳殻２、蘇梗３、茯苓３、甘草１

解鬱調胃湯

香附子３、蒼朮４、山梔子２、陳
皮３、神麴２、麦芽３、川芎２、
地黄２、甘草１、茯苓４、桃仁２
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衆方規矩にみる清熱解鬱湯（曲直瀬道三著）

心腹痛

心痛はすなわち胃脘痛なり。多
く気欝し、日久しく鬱積するに
よりて熱となりて痛みをなすを
治す。

処方

山梔子7.5、川芎3、枳殻3、蒼
朮2、黄連2、陳皮1.5、炒干姜
1.5、甘草１

服用法

右生姜を入れ煎じ服す。服して
後飲食を戒むること半日、或は
香附子をくわうるもまた可な
り。
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清熱解鬱湯
曲直瀬玄朔の医学指南篇の脾胃指南十二に、脾胃の働きは心の動きによって左右するもので、楽しい思いをもてば胃腸の
働きが良くなり、不愉快な思いをすれば胃腸の働きが悪くなるばかりでなく、 病気になるとある。

大塚敬節先生は「夏目漱石の病気」という小論の中で、漱石が弟子にあてた手紙の一節「本日は虞美人草休業。肝癪が起
こると妻君と下女の頭を正宗の名刀でズバリと斬ってやり度い。然し僕が切腹をしなければならないからまず我慢をす
る。そうすると胃が悪くなって便秘して不愉快でたまらない…」を紹介し、「漱石の胃病は肝癪をがまんするところにあ
ったのだろう」と述べ、この清熱解鬱湯をあげている。香川修庵の「一本堂行余医言」を引用して、癇による便秘とスト
レス性胃痛には本方がよいと述べている。
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おわりに
20年来~難治性胆道ディ¹キネ¸üを1肝気鬱結を軸xy»一連~
証~変化xwvx¹え1疏肝理気を基本{和胃û利水û通腑û清熱を
à減wv約1年w安定{導いた一例wあ»2

黄体期{増悪y»周期性x抑うt的z心理背景�1鬱|熱{転z»気
鬱化熱~病態を示唆w1清熱解鬱湯系~処方|¸�奏ßwた2

胃腸~働}|情志{強�左右さ¼»こx�1曲直瀬玄朔や大塚敬節|
yw{説}1漱石~胃病を±�»挿話{²通x»2

心x身体を分�z{x¹え»<心身一如=~視点こそ1本症例~治療
を支えた要wあsた2
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